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事業概要

中国をはじめとする海外及び国内市場に向けた有害重金属の無害化処理を行う資材と技術の研究・開発及

び汚染現場土壌の汚染分析と処理方法・処理技術の研究を行う。主に、有害重金属六価クロムの処理資材

と処理技術で、土壌汚染、水質汚染を改良する資材、技術を確立し、現場の汚染状況（土質、地下水脈、

各種汚染物質の濃度、面積・深度など）と施工処理要求(処理基準値、処理後の使用法など）に合わせた資

材を調合・加工し、その効果、分析と製造仕様の策定を行っている。また、その他の重金属の無害化処理

に向けた研究・開発を行っている。

事業内容（PDF）

代表者挨拶

トーワ建設はマンション、店舗、各種施設、一般住宅を手がけてまいりました創業30年の建設会社です。

環境分野への参入は2011年、東日本大震災をきっかけとして本格的な研究開発を進めてまいりました。

現在、東京と札幌市に事業部を設置し、有害重金属などの環境汚染対策

資材や技術を日本国内及び中国をはじめとする海外で販路を構築してい

るところです。ご承知の通り、環境汚染対策には現地、現場の汚染状況

による様々な課題がありますが、北海道総合研究機構工業試験場のご指

導、ご協力を賜りながら、課題を解決できる資材、技術を研究開発し、

皆様のお役に立てることを願っております。

技術・サービス・商品等PR

植物由来、天然素材などを原料とした有害重金属六価クロム処理資材。汚染状況、土壌や水の性質、コス

ト、処理方法などに合わせて「カスタマイズ」できることが当社の強みである。粉体、液体と用途に応じ

て状態を変えて供給できる。欧米、中国等が定める厳しい基準値まで高濃度の汚染土壌・水を低減するこ

とが可能で、確実に無害化する資材を提供できる。厳選された原料を使用することで処理後の二次汚染が

なく、処理時、処理後の安全対策も安心して使用できる。また、原料の入手先及び加工へも調査と検証を

https://www.hokudai-rbp.jp/company?cats%5B%5D=30
/home/rbp-new/www/wp/wp-content/uploads/2021/08/97d8a689291ca27ce83c10155003a911.pdf


重ね、一般的資材においては、中国の厳しい価格要求に対しても十分に受容される価格帯までコストダウ

ンに成功している。

今後の事業展開

トーワ建設は2014年から現在(2021年)までに、中国の環境市場開拓をおこなってきた。現地の六価クロム

土壌汚染、水質汚染について各地で実証試験を実施し、高い評価を受けたことで、中国科学院や環境科学

研究院、各地の環境保護産業協会等からの協力を得て、中国の環境関連企業などと交流を深めている。現

在では、遼寧省環境保護産業協会、瀋陽市環境保護産業協会の「日本窓口」として中国全国の環境保護関

連企業約6万社とのネットワークを形成している。

今後は日本国内をはじめ中国以外の市場開拓を新たに行うと共に、トーワ建設の資材供給に加えて、日本

企業の中国展開に向けた「中国環境市場開拓サポート事業」も展開していく。
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